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その 1 

前の数と次の数の差が一定ではないので

等差数列ではありません。 

  

例えば，6 番目の数の 16 は， 

15 番目の数までの間の数は 

    15－1=14個 

（復習） 

ガウスの計算 

（はじめの数＋おわりの数）×個数÷２ 



 

      ↓ 

   43 番目 

43番目 

 



 

 5 

のように，この数列に並んでいる数を 

12 でわると，そのあまりは 

  {1,2,5,7,10,11}の周期になっています。 

左から 1 番目 左から 2 番目    左から 5 番目 

 

(1) 58÷12 = 4 あまり 10 

   1 つの周期に 6個の数字があるので， 

     6 x 4 + 5 = 29(番目) 

 

29 番目 

  



 

 

その 4 
必修例題 4 

上の図のように，組に分けて考えると各組の

最後の数（1,4,9,16・・・）は 

平方数になっています。 

 

11 段目の左から 2番目 

下の図のように，8 組の最後の数は 

   8x8=64 なので 

9 組は 65 からはじまりますから 

上から 5 番目の数は６９です。 



 

 

その 5 必修例題 5 

a・・(1,4) b・・(2,3) c・・(3,2) d・・(4,1) 

4 組の a,b,c,d ともに x+y=5 になります。 

           ↓ 

 (x+y)－1=□組 

したがって，8番目の左から 10番

目の数は， 

(8+10－1=)17組の 8 番目 

      ↓ 

16 組までの数字の個数＋8 

         ↓ 

(1+2+3+・・・+16)+8 = 144 

 

 

(3)  

 

 

左の図で，各組の

位置を 

x=何段目 

y=左から何番目 

として 

(x,y)で表わすと 

例えば 4 組は， 

144 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修例題 5 の別解 

 

 

8 組から数えて 10 番目ですから 

  8+10-1 = 17 組です。 

16 組の最後の数は 

1+2+3+・・・+16=136 より， 

17 組の最初の数は 137 

したがって， 

137,138,139,140,141,142,143,144 となります。 

 

 

   
144 

136+8=144  

（イ）が求める数です。 

（イ）は何組の数？ 

 

その６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  (3)  1 番目  2 番目  3 番目  4 番目  ・・・  100番目 

        1      3       6      10           χ 

      

             2       3       4             100 

     例えば，4 番目の 10 は 1+(2+3+4)=1+2+3+4=10 となります。 

   したがって，100番目並ぶ数は， 

    1+2+3+・・・+100=(1+100)X100÷2 

応用例題 1 その 7 

=101X50 

= 5050 

 5050 

 

(2) axa を a2  axaxa を a3 と表すと 

各段の和は上から， 

2, 4,  8, 16, 32, ・・・で， 

 21  22  23  24  25 ・・・ 

 すると，8 段目は 28 となり， 

28 = 2x2x2x2x2x2x2x2 

=8x8x4 

=256 

 

 

 

別解 

256 
256 


